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　　三．執務の厳正は、安全の要件である。

２．２０１８年度において、２０１９年度から５年間の経営計画を策定いたしました。こ

　　日頃から、天竜浜名湖線をご利用いただくとともに、弊社の運営にご理解とご支援を

　賜り心より感謝申し上げます。

　　弊社は２０１１年８月の遠州天竜舟下り転覆事故を教訓として、「安全・安定した列

　車運行の継続」を経営方針の最上位に掲げ、安全管理体制や安全教育訓練の再構築、設

　休することとなってしまい、利用者の皆さまには多大な御迷惑をおかけしました。誠に

　申し訳ございませんでした。　

　備投資計画の着実な推進など、社員一同が全力でお客様の信頼確保に努めるとともに、

　　しかしながら、２０１８年度は複数の自然災害によって、例年になく多くの列車を運

　日頃の鉄道運行の安全対策を行ってまいりました。

天竜浜名湖鉄道株式会社

　　弊社では、鉄道事業者の最大の責務である、安全で

　安定した列車運行を確保・継続するため、これまで以　

　上に鉄道施設・設備の更新、保守管理及び社員のスキ　

　　一．安全の確保は、輸送の生命である。

　ルアップ並びに安全意識の向上・徹底に努めておりま

　すので、引き続き天竜浜名湖線をご愛顧いただきます

　よう、よろしくお願いいたします。

　　さて、この報告書は、鉄道事業法第１９条の４に基

　づき、２０１８年度の弊社における輸送の安全にかか

　わる情報を皆様に公表させていただくものです。安全

　輸送を維持するために、そして、地域の皆様に愛され、

　親しまれる存在になるために、皆様の率直なご意見や

　　二．規程の遵守は、安全の基礎である。

　　運転の安全に関する規範として、綱領を次のとおり定めております。

１．弊社では、これまで、利用者の皆様方が、利用しやすく、交通弱者にやさしく、安心

　してご利用いただけるよう「安全」「正確」「共存」を社是として定めて、会社運営に

　あたってまいりました。

　の計画では将来にわたって、安全・安定した列車運行の確保・継続の実現を目指してお

　ました。

　り、施設や設備の計画的な整備・維持補修に努めることとしております。

　　この計画を策定するため、２０１８年度は次の安全重点施策の下、取り組んでまいり

　ご感想をいただければ幸いです。 代表取締役社長 長谷川 寬彦

Ⅱ．安全確保のための基本方針と重点施策

Ⅰ．ごあいさつ
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　ていたものから、工事等関連業者を含む全鉄道係員に広げることで、これまでの目標よ

　弊社の安全管理規程に従い、社長をトップとする下表の安全管理体制を設け運用してお

ります。

役割

社　　長

安全統括管理者（運輸技術部長）

管理部長

運転管理者（運転課長）

施設管理者（工務課長）

車両管理者

（車両課長）

施設管理者

安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。

輸送の安全の確保に関する業務を統括管理する。

３．２０１８年度から安全管理に対する具体的な数値目標を再び「３００万ｋｍ有責運転

　りも、より高いものを目指すことといたしました。

　事故ゼロ」と定めました。但し、今回の目標では、対象範囲を従来の弊社社員のみとし

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を担う。

役職

（工務課長）

輸送の安全確保に必要な投資計画、人員計画等に関する業務を統括する。

安全統括管理者の指揮の下、軌道施設に関する事項を統括する。

（運輸技術部長）

乗務員指導管理者

安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。

安全統括管理者
営業部長

役　員

駅務課長

乗務員指導管理者（運転区長） 運転管理者を補佐し、乗務員の資質について維持管理する。

運転管理者

管理部長

車両管理者（車両課長）

社　長

総務課長

車両区長 営業担当

（運転課長）

工務区長

営業課長

総務担当各駅務区長
（運転区長）

　（１）安全・安定した列車運行の確保・継続

　　　ア．計画的な設備投資の実施による安全性の確保

　（２）長期的な安全対策を推進する次期経営計画の策定

　　　イ．計画的な教育訓練の実施

Ⅲ．弊社の安全管理体制

* *

* 上席者が兼務

鉄道係員の責任で発生した列車脱線や踏切障害等の事故*
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　　役割分担等について確認いたしました。

　　

　　ります。２０１８年度は、日本鉄道施設協会か

　　管理表により、部門ごとの対応状況を確認して

　２０１８年度に実施した取組

（１）安全対策委員会

　　と知識・適性の確認を実施いたしました。なお、

　　訓練では、南海トラフ地震の発生による建屋の倒壊や停電を想定し、ディーゼル車両

　　を仮設の対策本部に仕立てて、対策本部の運営をはじめ、旅客の避難誘導、負傷者の

　　救護、火災の消火活動、情報収集などの総合的な訓練を実施するとともに、各係員の

　　

　　安全対策委員会を開催し、輸送障害の原因分析

　　　社長を委員長とする各管理者と現場長による

　　や教育訓練をはじめとする安全施策の協議を行

　　っております。また、委員会ではＰＤＣＡ安全

（２）大規模災害復旧訓練

　　おります。

　　

　　ら講師を招き、３日にわたる専門的な座学講習

　　独自の工事管理者資格制度を設け、管理方法の

　　　事故や災害に備えて、全社を挙げて防災訓練を実施しております。２０１８年度の

（３）工事管理者保安講習

　　習得と定期的な講習を関係業者に義務付けてお

　　本講習では関係業者の約１２０名が受講いたし

　　ました。

　　　安全で的確な工事管理を推進するため、弊社

（４）踏切事故防止のための啓発活動

　　　春の全国交通安全運動期間中は、街頭広報活動の一環として踏切道及び駅構内にお

　　いて踏切通行者や鉄道利用者に対し、一旦停止や左右の安全確認等を呼びかけるなど、

　　踏切事故防止の啓発活動を行いました。

Ⅳ．輸送の安全確保への取組

安全対策委員会

工事管理者保安講習
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仮設対策本部の設営訓練 旅客の避難誘導訓練



法令に基づく確実な検査を実施していくた

　　検の現地査察が実施されました。総点検では、

　工務区では、保守作業用としてモーター

カーを保有しておりますが、異常時に備え

迅速な活動が行えるよう、取扱訓練を実施

いたしました。

　　期間中における弊社の取り組みや、乗務員の点

　　呼執行状況、９月に発生した法面崩落現場の状

　　況などが確認されました。

　　　２０１８年１２月、国土交通省中部運輸局の

（７）中部運輸局による年末年始安全総点検の実施

　　職員による年末年始の輸送等に関する安全総点

　　

め、法令や自社規程を理解するための座学

講習を行いました。

いただきました。

　部外研修として２０１８年度は、遠州鉄

道株式会社様のご厚意により、避難誘導及

び脱線復旧訓練に弊社の社員が参加させて

　　役と内部監査員に指名した社員による内部監査を実施いたしました。

（５）内部監査

　　　安全輸送に関する適正な業務執行を徹底させるため、２０１８年１２月に常勤監査

　　進しております。教育訓練の実施状況については、月毎の定例会議で進捗状況を確認

　　しております。２０１８年度に実施した教育訓練の一例を以下に記載いたします。

　車両区では、技能訓練だけでなく、各種

（６）年間計画に基づいた教育訓練

　　　業務の安全管理に関する社員力の向上を図るため、安全統括管理者が年間の教育訓

　　練計画を策定し、その計画に基づいて、基本作業の習熟や災害発生時の行動に関する

　　実践的な教育訓練を行うほか、各種協会等が実施する外部研修会の受講を積極的に推　

○外部研修（運輸技術部）

国交省職員による現地査察

○基本教育（車両区）
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○異常時訓練（工務区）



　２０１６～２０１８年度における運転事故、インシデント、輸送障害の発生件数

が発生いたしました。

０件

輸送障害 １６件 １６件 １４件

２０１８年度

　号ケーブルが小動物にかじられた形跡があり、これにより断線し故障に至ったことが判

　２０１８年度は、運転事故および、インシデント（事故の兆候）はありませんでした。

　輸送障害については、自然災害１０件、鉄道外の要因２件、車両関係２件の合計１４件

　　※輸送障害とは、運転事故以外で運休や３０分以上の遅延が生じたものです。

　明した。この影響により、上下１３本の列車が運休した。

　　遠江一宮駅のポイント故障により、信号機が使用不能となった。調査したところ、信

２０１６年度 ２０１７年度

・２０１８年５月１３日発生：鉄道外（動物）

　　翌朝より線路点検を実施し、倒木処理等を行い運転を再開した。この影響により、２

　２日間で上下４３本の列車が運休した。

運転事故 ２件 ０件 ０件

○主な輸送障害の概況

インシデント（事故の兆候） ０件 ０件

・２０１８年９月４日発生：自然災害（風害）

　　台風２１号が接近し強風が予想されたことから、昼から順次列車の運転を取り止めた。

・２０１８年７月２８日発生：自然災害（風害）

　　台風１２号の影響により、夕方から強風となり

　運転規制となった。以降、さらに強風が予想され

　たことから終日運転を見合わせることとした。

　　翌日、始発前の線路点検を実施したところ、数

　箇所で倒木が確認されたため、伐採処置をして昼

　頃、全線で運転が再開された。この台風により、

区分

　１７３本の列車が運休した。

　日間で上下６７本の列車が運休した。　

　

　の始発列車より、運転を再開した。この間、上下

　いることを確認し停車した。調査した結果、運行

　切り替えた。１４日夕方に応急復旧し、翌１５日

・２０１８年９月１１日発生：自然災害（水害）

　　上り列車の運転士が、線路脇の法面が崩落して

　不能と判断し宮口駅～金指駅間をバス代行輸送に

Ⅴ．２０１８年度の運転事故・輸送障害等に関する報告
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・レール、PCまくら木交換

・分岐器交換

　　鉄道軌道安全輸送設備等整備事業などの補助を得て、以下の施設整備、保守検査を行

・２０１８年９月３０日発生：自然災害（風害）

　　台風２４号が接近し強風が予想されたことから、夕方から順次列車の運転を取り止め

　た。その後、沿線のほとんどで広域停電が発生した。同時に、強風の影響で全線に渡り

　倒木などによる線路支障や施設障害が多数発生した。倒木処理が済むも、広域停電によ

　り信号システムが運用できず、列車の運転再開には至らなかった。翌月３日より停電の

　の影響により、４日間で上下２６６本の列車が運休した。

　

　

　

　いました。整備額は２６１，２３１千円で、施設整備関係が１８９，７０６千円、車両

区分：設備改修

　関係が７１，５２５千円でした。

整備内容

線路設備

　回復したエリアから運転を再開し、全線の運転再開は４日の始発列車からとなった。こ

　

　

PCまくら木交換

Ⅵ．施設整備・保守検査等の計画的な取組

分岐器交換
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区分：設備改修 整備内容

信号保安設備
・踏切器具箱更新など

・排水路改修など

区分：設備改修 整備内容

・落石防護設備改修

・トンネル改修

・橋りょう改修
線路設備

・しゃ断機交換

踏切器具箱の更新しゃ断器の交換
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トンネル改修落石防護設備改修

橋りょう改修 排水路改修



・駅舎や架道橋の修繕、土留の設置

・電気設備保全点検など

・車輪削正（計４両）

区分：車両検査

区分：その他

・全般検査（計３両）

・軌道整備、沿線の除草薬散布

検査修繕 ・重要部検査（計１両）

・支障木の伐採など

整備内容

その他工事等

保全・保守点検

整備内容

全般検査によるエンジン分解 全般検査によるトルクコンバータ分解

除草薬散布

架道橋修繕

軌道整備

支障木伐採作業

Tenryu Hamanako Railway



　安全報告書へのご意見やご感想は、下記までお寄せください。

　〒431-3311

　静岡県浜松市天竜区二俣町阿蔵114-2

　天竜浜名湖鉄道株式会社

　TEL　053-925-6125

　（土曜・日曜・祝日を除く、9：00～17：00で受付）

　事故防止のため、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　・線路内には、立入らないでください。大変危険です。

　・踏切では、必ず一旦停止をし左右をよく見てから渡りましょう。

　・駆け込み乗車は危険です。余裕をもってホームで列車をお待ちください。

　・大型自動車や荷物を積んでガードをくぐるときは、高さ制限に注意してください。

　・駅構内の通路では、警報機が鳴ったら渡らないでください。

Ⅶ．ご利用の皆様・通行される皆様にお願い

Ⅷ．問い合わせ先

のどかな田園風景と奥浜名湖を巡る天浜線
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